
札幌地方検察庁 検察官 殿 

 

 

 

お世話になっております。 

告訴状を送付させて頂きます。 

何卒宜しく御願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒001-0011 

 

北海道札幌市北区北１１条西３丁目２－２３ 

ノースタウンハウス２２２ 

 

高桑 広仁 

 

連絡先： 

固定電話： 



告 訴 状 

 

 

札幌地方検察庁検察官 殿 

 

令和８年８月 10 日 

 

               (告訴人) 

        

       住 所    

北海道札幌市北区北１１条西３丁目 2-23 

ノースタウンハウス 222 

 

                     氏 名         高桑 広仁 

 

                          生年月日     年    月     日 

 

                 連絡先 

電話番号： 

  

  

(被告訴人) 

 

               住 所    

北海道札幌市北区北１１条西３丁目 2-23 

   おしゃれサロンナイス理容院 

     

氏 名       

 

連絡先    

電話番号： 



 

第１ 告訴の趣旨 

被告訴人の下記の告訴事実に記載の所為は，強要罪（刑法２２３条）もしくは 

脅迫罪（刑法２２２条）に該当すると思料しますので，捜査の上，厳重に処罰されたく、告

訴致します 

 

 

 

 

第２ 告訴事実 

１．いつ（日時） 

令和８年８月３日 午前１１時３０分頃 

 

２．誰が誰に対して（当事者） 

  穂告訴人 ～～～ が 告訴人 高桑 広仁 に対して 

 

３．どこで（場所） 

  おしゃれサロンナイス理容院内 

 

４．何をどのようにしたか（具体的事実） 

  東京海上ミレア株式会社から振り込まれた住宅火災保険金と 

被告訴人が用意していた見積書との差額分を 

被告訴人は告訴人に対して金銭債権債務契約書 債権者欄に 

署名捺印するよう強要した。 

  またその際に記載内容の一読も許さず、 

現時点で署名しない旨を申し出て 

出入口から出ようとした前を被告訴人が自身の身体を盾に妨害して 

契約書に署名させようとした。 

 

 

 

 



 

第３ 告訴に至る経緯 

暴行または脅迫を用いて、相手に「義務のないこと」を行わせたり、 

正当な「権利の行使を妨害」したりする犯罪であるが、 

告訴人は上記要件に於いて、この事件に於いて、 

前半部分の「暴行または脅迫を用いて」の犯罪要件を満たす事案かどうかは 

曖昧であったが、告訴に至る経緯により告訴をしたものである。 

 

 

（強要罪という点で） 

 

① 現在 生活保護受給者である者に対する水漏れ保険事故の 

着金した保険金額（２回）と相手側の用意した見積書のみの差額不足分としていた、 

「約 590,000 円強 の金銭に関する債権債務分割払契約書」を当該債権債務契約書を 

一読もさせぬ強引な口調で、その場で直ちに契約書に署名させる強要性を含む 

当該生活保護受給者への発言 

 

② 出入口を体で塞ぎ、生活保護受給者を屋外へ出させない行為 

 

③ 札幌北区役所担当ケースワーカーに相談のない生活保護受給者への金銭債務分割払契

約の強要 

 

被告訴人の行った強要は，平穏な地区住民の生活の治安秩序を乱すものであり, 

被告訴人は再犯の蓋然性も高く、極めて危険な人物である。 

よって，告訴人はこのようなことを断じて許すことができないので、厳重な捜査の上、 

被告訴人を厳罰にして頂きたく，ここに告訴するものである。 

なお，最後になりますが，告訴人は，本件に関し，以後捜査に関して全面的な協力をするこ

と，および，捜査機関の指示ないし許可なく取下げをしないことを，お約束致します。 

 

＜告訴に関する添付書面＞ 

＊2026 年 7 月 31 日 契約者である告訴人への保険金振込案内書面・・・１通 




